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北海道大学の学生が総合ケアセンターゆく
りで実施したコミュニティカフェでの一幕。
利用者は大学生と交流しながらクリスマスの
リースを作成し、「毎年飾ろう」「思い出にな
るね」と笑顔で話していました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます
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ひとのうごき
令和元年11月30日現在　（　）内は前月比

人　口　4,519人（－27）
男 2,257人　女 2,262人

世帯数　2,123世帯（－12）

明日の厚真への“愛”ことば

厚
真
町
文
化
祭
が
11
月
３
日
、
４

日
の
両
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ
く
り
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
、
厚
南
会
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
３
日
に
行
わ

れ
た
開
会
式
で
、
主
催
者
を
代
表
し

て
宮
坂
町
長
は
「
震
災
の
影
響
に
よ

り
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
苦
労
さ
れ
て
い
る

中
で
も
文
化
を
愛
す
る
心
を
大
切
に

さ
れ
、
こ
の
文
化
祭
を
開
催
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

そ
の
後
、
宮
坂
町
長
、
渡
部
議
長
、

遠
藤
教
育
長
、
當
田
昭
則
文
化
祭
実

行
委
員
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

文
化
祭
が
開
幕
し
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
文
化
協
会
の
加
盟
団

体
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
園
や
小
・
中

学
校
、
一
般
町
民
な
ど
か
ら
出
展
さ

れ
た
作
品
の
展
示
や
体
験
会
、
各
団

体
、
個
人
に
よ
る
芸
能
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、会
場
を
訪
れ
た
人
々
は
文
化
・

芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

⑦町食生活改善推進協議会による「目
指そう１日野菜350ｇ」企画展　⑧油
絵の会による絵画展　⑨厚真ライオン
ズクラブ主催の中高生意見発表会　⑩
厚南会館の丹精込められた作品展示　
⑪華道同好会による展示とアレンジフ
ラワー体験　⑫図書フェスティバルで
は子どもたちがオリジナル缶バッジづ
くり　⑬茶道によるお点

て
前
まえ
と呈
てい
茶
ちゃ

②

③ ①

⑧⑪

⑨⑫

⑬

①押し花同好会の体験コーナーでは来年のカレンダーを制
作　②ステージには文化祭の風物詩である見事な菊が展示
されました　③厚南会館での芸能発表　④日本けん玉協会
公認検定員による検定を初開催　⑤地域包括支援展ではハ
ンドマッサージの体験を開催　⑥総合福祉センター大集会
室には小中学生の作品や各団体の作品が多数展示

⑤⑥

④

⑦⑩


